
個人市民税
202億円

民生費
（老人福祉・児童福祉・

障害福祉など）
521億円

土木費
（道路や公園など）
167億円

教育費
（学校教育や博物館整備など）

114億円

総務費
（防災や文化振興など）

200億円

衛生費
（ごみ処理や予防接種など）

144億円

公債費
（借金の返済）
64億円

その他
（商工費、消防費、
農林水産業費など）
111億円

地方譲与税・交付金
122億円

（事業所税、軽自動車税など）

376億円自主財源
906億円
【63.0％】

市税収入
723億円

依存財源
533億円
【37.0％】

その他市税
（事業所税・
軽自動車税など）

固定資産税

95億円

使用料・
手数料など
183億円

市債
（市の借金）
9億円

地方交付税
5億円

国・県支出金
（国や県からの収入）

歳入
1,438億円

歳出
1,321億円

396億円
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（国や県からの収入）

歳入
1,438億円

歳出
1,321億円

396億円

法人市民税
50億円

歳入 前年度比 -164億円 -10.2% 歳出 前年度比 -206 億円 -13.5%

人口30万人以上の都市で、一定規模以上の事業所に課税する
目的税（決算額38億円）

⃝小・中学校の改修工事などに…………20億円
⃝産業・生活道路などの整備に…………16億円
⃝保育園の維持補修などに…………… …0.3億円

◀…霞ヶ浦垂坂線
再舗装

主な
使い道

▶市税収入　－13億円　 －1.7%
　…個人市民税・固定資産税の減など
▶市債　－10億円　 －51.2%
　……国体関連施設などの整備完了による減など
▶国庫支出金　－209億円　－40.0%
　……新型コロナウイルス感染症の影響を受けている

家計を支援するための特別定額給付金の事業
終了による減など

▶民生費　＋69億円　 ＋15.2%
　……子育て世帯や住民税非課税世帯に対し臨時
特別給付金を給付したことによる増など

▶衛生費　＋30億円　＋25.9%
　……新型コロナウイルスワクチン接種体制確保
事業費の増など

▶総務費　－303億円　－60.2%
　…特別定額給付金給付事業終了による減など

[主な増減] [主な増減]

一般会計 － － ＝
歳入
1,438億円

歳出
1,321億円 翌年度へ32億円繰越 85億円の黒字

事業所税

…内は前年度比

【　　】内は構成比　　

※数値は四捨五入のため、合計が合わないことがあります

道入小四朗と学ぶ

の
令和３年度決算報告

の
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　市債発行（借金）の抑制に努めた結果、借金（全会計の市債残高の合計）は1,441億円となり、前年度と比べて
65億円減少しました。
　一方、災害などの不測の事態や景気変動による減収に備えるため、貯蓄（財政調整基金）の確保に努めています。
令和3年度には、年度末残高で139億円を確保できました。

　歳入に関しては、市税などの自主財源比率が他都市と
比べて高い水準にあり、国・県からの補助金や地方債など
の依存財源に頼らない、自主性の高い歳入構造となってい
ます。
　歳出に関しては、他都市と比べて財政の弾力性が高く、
健全な状況です。また、貯蓄
の残高（積立金現在高)や借
金の残高(市債現在高)も他
都市と比較して良好な水準と
なっています。

※1　�将来負担すべき負債の財政規模
に対する比率

※2　�人件費など毎年経常的に支出する
経費に、一般財源がどの程度費や
されているかを求めた割合。数値
が低いほど財政に弾力性がある

※3　�財政調整基金や普通会計の特
定目的基金などの合計
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市の借金（全会計市債残高）の推移 市の貯金（財政調整基金）の推移

年間約14万人の入院患者と約39万人の外来患
者を受け入れましたが、新型コロナウイルス感
染症の拡大で落ち込んだ患者数はコロナ前水
準への回復には至らず、事業収支は赤字となり

ました。また、総合医療情報シ
ステム群の更新などをしました。

給水戸数は156,038戸に
増加し、事業収支は9億円
の黒字となりました。基幹
施設の耐震化、経年管布
設替、経年施設の更新およ
び水源の確保をしました。

処理区域内戸数は116,808戸に
増加し、事業収支は15億円の黒
字となりました。汚水管渠

きょ

の整備
や、雨池ポンプ場の耐震補強工
事、茂福ポンプ場や日永浄化セン
ターの設備更新などをしました。

特定の事業を行うために、一般会計と区別して運営する会計

住民の福祉の増進を目的として、主に料金収入によって経営される会計

※1　翌年度へ繰り越すべき財源８，１７２万円を控除した額　　※2　翌年度へ繰り越すべき財源3,067万円を控除した額

項目 歳入（A） 歳出（B） 実質収支（A-B）
競輪事業 248億 5,546万円 231億 9,880万円 16 億 5,666万円
国民健康保険 279 億 6,490万円 275 億 2,946万円 4億 3,545 万円
食肉センター食肉市場 8億 3,313 万円 7億4,106万円 1,035 万円※1
土地区画整理事業 1億 2,897 万円 9,227 万円 602 万円※2
住宅新築資金等貸付事業 3,181万円 3,181万円 0万円
農業集落排水事業 4億4,646万円 3億 8,405 万円 6,240万円
介護保険 233億 5,505 万円 224億 7,043 万円 8億 8,463 万円
後期高齢者医療 68億 9,741万円 68億 8,040万円 1,702 万円
桜財産区 4,823 万円 257 万円 4,566万円

合計 845億 6,142 万円 813億 3,085万円 31億1,819万円

特別会計など

公営企業会計など

借金と貯金

他都市と比べてみたら？ ―普通会計の財政指標―

収入 228億円 5億円の
赤字支出 233億円

収入 75億円 9億円の
黒字支出 66億円

収入 150億円 15億円の
黒字支出 135億円

市立四日市病院事業 水道事業 下水事業

の外側にあるほど
良好な状態です

※現在と将来の市民の間に不公平が生じないよう、市債により財政負担を平準化しています※現在と将来の市民の間に不公平が生じないよう、市債により財政負担を平準化しています
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事業名 充当額
中小企業等臨時給付対策費 1,000万円
四日市市子育て世帯生活支援特別給付金 1,100万円
農業経営収入保険加入促進対策事業費補助金 400万円
アグリビジネス推進事業費 2,901万円
テナント賃料支援事業補助金 1億3,795万円
四日市市中小企業等地域経済応援支援金 1,000万円
四日市市子育て世帯向け追加給付金事業費 6,489万円
合計 2億6,685万円

●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は　　

財政課 ☎354-8130 　FAX 359-0275

国から交付された
新型コロナウイルス
感染症対応地方創生
臨時交付金を

他にも

財政健全化比率とは
財政状況を判断する基準の一つとして、地方自治体の財政破綻を未然に防ぐために国が定めた四つの指標

赤字がなく、いずれの指標も昨年度の数値から改善しており、市の財政状況は健全と言えます

標準財政規模に対して返済する借金などが占める割合 標準財政規模に対して将来に負担が見込まれる負債の割合
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▶�この他にも、民間企業の手法を用いた財務諸表など、さまざまな角度から本市の財政状況を
分析しています。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

四日市の財政状況は？ ―財政健全化比率から考えよう―

0％一般会計などの
赤字の割合 0％全会計の

赤字の割合

赤字なし 赤字なし

活用して右の表の事業を
実施しました

医療機関での個別接種と公共施設などでの医療機関での個別接種と公共施設などでの
集団接種により新型コロナウイルスワクチン集団接種により新型コロナウイルスワクチン
接種を実施しました接種を実施しました

今後の児童数増加による教室不足に対応するため、今後の児童数増加による教室不足に対応するため、
特別教室棟の増築工事をしました特別教室棟の増築工事をしました

このキャラクターたちが気になったら…
「SUNRIZE!43「SUNRIZE!43
～こにゅうどうくんのテーマ～～こにゅうどうくんのテーマ～」」の
ミュージックビデオをチェック！

国体の周知活動や、中国体の周知活動や、中
止に伴い事業に使う止に伴い事業に使う
予定であった予算の予定であった予算の
一部を代替大会や地一部を代替大会や地
域振興に活用するた域振興に活用するた
め、まちづくり事業基め、まちづくり事業基
金に積立てしました金に積立てしました

新型コロナウイルスワクチン新型コロナウイルスワクチン
接種事業接種事業

大矢知興譲小学校増築整備事業大矢知興譲小学校増築整備事業 三重とこわか国体・三重とこわか大会推進事業三重とこわか国体・三重とこわか大会推進事業

まちづくり事業基金積立金まちづくり事業基金積立金

34 億 7,155万円34 億 7,155万円

3 億 4,072 万円3 億 4,072 万円 2 億 4,410万円2 億 4,410万円
6 億 5,270万円6 億 5,270万円
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